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寿崎雅夫教授履歴・業績 i 
本籍地 東京都福生市熊)11990
現住所 神奈川県横浜市栄区本郷台4丁目37-6
履歴
昭和11年12月 東京都板橋区生れ
〔学歴〕
昭和35年3月 早稲田大学第一政治経済学部経済学科卒業
昭和37年3月 早稲田大学大学院経済学研究科修士課程修了
〔職歴〕
昭和37年4月 (株)東京銀行入行
調査部:エコノミストとして国際収支の予測担当
昭和41年12月 外国総務部:外国為替ディーラー
昭和48年2月 Bank of Tokyo of Califomia， (現在UnionBank of Califomia) San Francisco 
〔勤務〕
昭和52年10月 東京銀行事務管理部企画課長
昭和56年7月 同行調査部次長、副部長
平成2年7月 同行調査部長
平成5年3月 同行退社
〔教職歴〕
平成 5年4月~平成7年3月 専修大学商学部専任講師
平成7年4月~平成19年3月 専修大学商学部教授
〔非常勤教職歴〕
平成4年4月---9月 京都大学経済学部非常勤講師:国際金融論担当
平成5年4月~平成10年3月 東洋英和学院大学大学院非常勤講師:国際金融論担当
平成10年4月~平成19年3月 早稲田大学政治経済学部ならびに同大学大学院経済学研究科非常勤講師:
国際金融論、国際金融論特論担当
〔所属学会〕
平成5年5月入会 日本金融学会 | 
平成5年10月入会 国際経済学会 | 
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〔著書〕
昭和40年1月 「わが国の貿易外収支」共著
日本経済調査協議会、三木委員会(委員長:三木邦夫東京銀行常務)
調査報告 (65-7)、序論「要約と提言」。第1部第l章「戦後の国際収支構造の変化と貿
易外収支」。貿易外収支赤字の具体的削減策を政府に提言。
昭和39年3月 「体系貿易為替実務事典j大蔵省為替局、大蔵省関税局、通商産業省通商局、(株)東京銀
行編
4. r国際金融市場J(1)ロンドン市場
昭和58年3月 「本邦金融市場の国際化の現状調査J(編著)
序論、第2部第2章、第3部第 1章、同第3章
大蔵省委託調査報告書、東京銀行調査部。
昭和59年1月---5月の「日米円ドル委員会」では、この報告書が英訳され、日米両国がこれを教材とした
上で、日本の金融・資本市場の自由化のプロセスが協議され、決定されたO
昭和63年3月 「外国為替の知識J(日経文庫) (共著)東京銀行調査部編
3.外国為替銀行の操作
平成4年3月 「新しい世界システムにおけるヨーロッパの役割」
大蔵省財政金融研究所 ヨーロッパ研究会編(共著)
第3章「欧州の通貨統合と国際通貨制度j
平成4年3月 「金融辞典J(共著) 館龍一郎編
国際金融、外国為替用語6語
平成5年3月 「国際政治経済辞典J(共著) 川田侃・大畠英樹編
国際金融用語28語
平成7年3月 「円・ドル・マルクの時代一日本経済 ドルからの離脱J(単著)東洋経済新報社
平成19年3月(予定)r現代金融」有斐閣(共著)
第2巻「国際金融」田中素香、岩田健治編
第2章「変動相場制下のドルとアメリカの役割」
〔翻訳〕
平成13年3月 「国際通貨Jポール・デ・グラウェ著、寿崎雅夫、平島真一監訳
国際金融研究会訳 東洋経済新報社
〔論文〕
昭和61年3月 「わが国における経常収支黒字拡大のメカニズム-1981---85.9 -J 
東京銀行月報 1986年3月号
平成元年7月 「金融のグローパリゼーションと金融市場の安定性」
i 金融学会報告 1989年7月号
! 平成3年6月 「世界マネーフローの新たな課題と日本の役割」
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Kampo World Economy Vol. 1 
平成4年5月 「国際収支・為替需給と為替相場(その 1) J 
東京銀行月報 1992年5月号
平成4年6月 「国際収支・為替需給と為替相場(その 2)J
東京銀行月報 1992年6月号
平成7年2月 「純債権に転じた為銀ポジション」
専修商学論集第59号
平成14年1月 「国際収支統計と為替需給」
専修商学論集第74号
平成15年1月 「国際収支統計と為替需給(その 2) J 
専修商学論集第76号
〔その他〕
日本経済新聞、日経金融新聞、日本証券新聞、 JapanTimes、週刊東洋経済等、新聞、雑誌への寄稿多数
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